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12
月
定
例
会
は
、12
月
９

日
招
集
さ
れ
、12
月
18
日
ま

で
の
10
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。初
日
の
一
般

質
問
で
は
、３
人
の
議
員
が

登
壇
し
、さ
つ
ま
い
も
基
腐

病
支
援
、さ
と
う
き
び
増
反

対
策
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
、
避
難
所
の
確
保
状
況
、

ゴ
ミ
袋
の
改
善
等
に
つ
い

て
町
に
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
保
税
条
例
改

正
、契
約
及
び
令
和
２
年
度

補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
て
は
、指

名
推
薦
が
行
わ
れ
決
定
し

ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
は
、12
月
９

日
招
集
さ
れ
、12
月
18
日
ま

で
の
10
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。初
日
の
一
般

質
問
で
は
、３
人
の
議
員
が

登
壇
し
、さ
つ
ま
い
も
基
腐

病
支
援
、さ
と
う
き
び
増
反

対
策
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
、
避
難
所
の
確
保
状
況
、

ゴ
ミ
袋
の
改
善
等
に
つ
い

て
町
に
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
保
税
条
例
改

正
、契
約
及
び
令
和
２
年
度

補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
て
は
、指

名
推
薦
が
行
わ
れ
決
定
し

ま
し
た
。

2

▲基腐病▲基腐病

　

本
年
度
、本
町
全
域
に
被

害
を
及
ぼ
し
た「
さ
つ
ま
い

も
基
腐
病
」に
よ
り
、
農
家

の
収
益
が
激
減
し
た
た
め
、

生
産
農
家
に
対
し
10
あ
た

り
1
万
円
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。（
上
限
10
万
円
）

　

線
状
菌
（
カ
ビ
）
の
一
種

で
宿
性
植
物
は
ヒ
ル
ガ
オ

　

本
年
度
、本
町
全
域
に
被

害
を
及
ぼ
し
た「
さ
つ
ま
い

も
基
腐
病
」に
よ
り
、
農
家

の
収
益
が
激
減
し
た
た
め
、

生
産
農
家
に
対
し
10
あ
た

り
1
万
円
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。（
上
限
10
万
円
）

　

線
状
菌
（
カ
ビ
）
の
一
種

で
宿
性
植
物
は
ヒ
ル
ガ
オ

科
植
物
全
般
で
す
が
、栽
培

作
物
で
の
被
害
は
甘
藷
の

み
で
す
。こ
の
病
気
は
発
病

し
た
ツ
ル
や
種
芋
を
植
え

る
こ
と
で
広
ま
り
ま
す
。害

虫
が
つ
け
た
傷
な
ど
で
菌

の
侵
入
が
助
長
さ
れ
ま
す
。

病
原
菌
は
食
物
残
渣
上
で

越
冬
し
、翌
年
の
伝
染
源
と

な
り
ま
す
。菌
は
土
壌
中
で

は
長
く
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

科
植
物
全
般
で
す
が
、栽
培

作
物
で
の
被
害
は
甘
藷
の

み
で
す
。こ
の
病
気
は
発
病

し
た
ツ
ル
や
種
芋
を
植
え

る
こ
と
で
広
ま
り
ま
す
。害

虫
が
つ
け
た
傷
な
ど
で
菌

の
侵
入
が
助
長
さ
れ
ま
す
。

病
原
菌
は
食
物
残
渣
上
で

越
冬
し
、翌
年
の
伝
染
源
と

な
り
ま
す
。菌
は
土
壌
中
で

は
長
く
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

異
常
気
象
に
よ
り
甚
大

な
災
害
に
備
え
る
た
め
、

災
害
用
品
を
購
入
し
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
そ
の
、
保

管
を
目
的
と
す
る
、
防
災

備
蓄
倉
庫
の
購
入
の
た
め

の
契
約
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

▲備蓄倉庫 (4m×2.4ｍ)▲備蓄倉庫 (4m×2.4ｍ)

▲設置予定場所▲設置予定場所

契
約
金
額

　

１
１
２
７
万
６
０
０
円

契
約
相
手

　

鹿
児
島
森
田
ポ
ン
プ
株

式
会
社

令
和
２
年

第
４
回
定
例
会

令
和
２
年

第
４
回
定
例
会

令
和
２
年

第
４
回
定
例
会

令
和
２
年

第
４
回
定
例
会

12
月
９
日
～
18
日

さつまいも生産農家緊急支援さつまいも生産農家緊急支援
「町単独」4 ,4 56万円「町単独」4 ,4 56万円

基
腐（
も
と
ぐ
さ
れ
）病
と
は

し
ゅ
く
じ
ょ
う

備
蓄
倉
庫
購
入
契
約

防
災
に
備
え

防
災
に
備
え

防
災
に
備
え

防
災
に
備
え

a
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補正予算・条例

◆
中
種
子
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
公

布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
条

例
改
正
で
、
国
民
健
康
保

険
税
に
お
け
る
低
所
得
者

世
帯
の
保
険
税
負
担
軽
減

の
た
め
に
軽
減
判
定
基
準

額
を
、
地
方
税
法
上
の
個

人
所
得
課
税
基
礎
控
除
額

相
当
分
に
あ
わ
せ
る
よ
う
、

現
行
の
33
万
円
を
43
万
円

に
見
直
す
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

条
　 

例

条
　 

例

条
　 

例

条
　 

例

補正予算の主なもの補正予算の主なもの

◆衛生費（保健衛生総務費）　　　

　公立種子島病院組合負担金　　

　１,０４３万円

　種子島産婦人科医院組合負担金

　１,００６万円

◆農林水産業費（畜産業費）　　　

　優良雌牛導入事業　　　　　　

　１，３５０万円

◆農林水産業費（甘味資源振興費）

　ポストコロナ農業生産体制革新
　プログラム、産地生産基盤パワー

　アップ事業　　　

　２３４万円　

◆衛生費（保健衛生総務費）　　　

　公立種子島病院組合負担金　　

　１,０４３万円

　種子島産婦人科医院組合負担金

　１,００６万円

◆農林水産業費（畜産業費）　　　

　優良雌牛導入事業　　　　　　

　１，３５０万円

◆農林水産業費（甘味資源振興費）

　ポストコロナ農業生産体制革新
　プログラム、産地生産基盤パワー

　アップ事業　　　

　２３４万円　

その他 主なもの

新型コロナウィルス感染症対策
PCR検査体制整備協力負担金　

３３０万円

ふるさと応援寄附金返礼品経費
１,４４４万円

空気清浄機購入
５５８万円

学校 I CT 関連機器
２，３１９万円

　国県支出金の決定による調整と新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金事業の追加、９月補正予算以
降必要となった経費の計上が主なもの
です。

　「総務費」ふるさと応援基金への予
算積立金の追加と地域間路線バス運行
補助の減額。
　「民生費」前年度国県事業の精算金
の計上と温泉保養センター追加工事請
負費の計上。
　「衛生費」  公立種子島病院組合及び
種子島産婦人科医院組合負担金の増
額。
　「農林水産業費」さつまいも基腐病
に対する緊急支援の計上と優良雌牛導
入事業の希望者増による増額。
　「教育費」学校 ICT 関連機器（タブ
レット端末等）の導入経費の追加。
会計毎の補正額と予算の総額は、別表
のとおりです。

　国県支出金の決定による調整と新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金事業の追加、９月補正予算以
降必要となった経費の計上が主なもの
です。

　「総務費」ふるさと応援基金への予
算積立金の追加と地域間路線バス運行
補助の減額。
　「民生費」前年度国県事業の精算金
の計上と温泉保養センター追加工事請
負費の計上。
　「衛生費」  公立種子島病院組合及び
種子島産婦人科医院組合負担金の増
額。
　「農林水産業費」さつまいも基腐病
に対する緊急支援の計上と優良雌牛導
入事業の希望者増による増額。
　「教育費」学校 ICT 関連機器（タブ
レット端末等）の導入経費の追加。
会計毎の補正額と予算の総額は、別表
のとおりです。

令 和 ２ 年 度 補 正 予 算令 和 ２ 年 度 補 正 予 算

歳出

［別表］

補　正　額 補正後の予算額

(第９号) ４，９２３万円 ８６億１，３８９万円

(第１０号) ６，７８８万円 ８６億８，１７７万円

国民健康保険会計 (第３号) １億１，４３５万円

３０２万円

介護保険事業会計 (第３号) △３７３万円 １２億５，６８６万円

１３億５，７０７万円

後期高齢者医療会計 (第３号) １４万円 １億５，８６１万円

(第２号) ３億２，１８４万円

令和２年度会計別予算額

会　計　名　(補正号数）

水道事業会計（収益的支出）

一　般　会　計

特　

別　

会　

計
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一般質問とは

　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び

将来に対する方針等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問

をただすことです。

　なお，議員１人につき 60分の時間制限を設けています。

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問一 般 質 問
下田　敬三　議員

・基腐病で甘藷作はどうなるのか

・種苗法改正の影響は

・適応指導教室の進捗は

・年末年始のコロナ感染対策は

橋口　渉　議員

・避難所の対応は万全か

・ゴミ袋の苦情に対する対応は

戸田　和代　議員

・ゴミステーションをボックス型に
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下
田　

甘
藷
の
基
腐
病
が

西
之
表
市
を
中
心
に
種
子

島
で
多
く
発
生
し
て
い
る

が
、中
種
子
町
の
被
害
状
況

を
求
め
る
。

町
長　

中
種
子
町
に
つ
い

て
は
、
被
害
程
度
の
概
略

で
、
微
か
ら
甚
大
ま
で
が

61
％
、被
害
な
し
が
39
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。澱
粉
用
甘

藷
は
、単
収
55
・
４
袋
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
が
、基
腐

病
だ
け
で
な
く
、気
象
条
件

も
一
因
と
し
て
の
減
収
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

次
期
作
へ
向
け
た
対
策
は

下
田　

次
期
作
へ
向
け
た

対
応
と
支
援
事
業
に
つ
い

て
の
説
明
を
求
め
る
。

町
長　

10
月
に
各
関
係
機

関
、
県
議
会
、
農
水
省
と
で

現
地
調
査
を
行
い
、意
見
交

換
後
、対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
生
産

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

副
町
長　

国
の
支
援
事
業

は
、①
植
え
付
け
に
係
る
支

援
（
種
芋
・
苗
の
消
毒
等
）

②
被
害
の
大
き
い
ほ
場
へ

の
支
援
（
土
壌
消
毒
等
）③

さ
つ
ま
い
も
生
産
を
継
続

す
る
農
家
へ
の
支
援（
被
害

率
3
割
以
上
の
圃
場
2
万

円
・
3
割
未
満
圃
場
１
万

円
の
支
給
）

農
林
水
産
課
長　

国
の
支

援
策
に
伴
う
生
産
者
か
ら

申
請
受
付
を
行
い
、国
へ
応

募
し
て
お
り
ま
す
。国
の
審

査
を
通
り
決
定
さ
れ
て
か

ら
の
支
援
事
業
で
す
。

さ
と
う
き
び
の
増
反
は
で

き
る
の
か

下
田　

６
月
議
会
で
新
規

作
付
け
農
家
を
含
め
た
、増

反
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
の
１
市
２
町
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。

町
長　

西
之
表
市
、
南
種

子
町
と
も
に
、国
の
緊
急
支

援
事
業
を
受
け
、関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
増
反
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

中
種
子
町
は
、夏
植
え
と

秋
植
え
83
ha
の
実
績
で
す
。

春
植
え
に
つ
い
て
は
基
腐

病
の
連
作
障

害
対
策
と
し
て
、甘
藷
と
の

輪
作
体
系
を
推
進
し
面
積

確
保
に
努
め
ま
す
。

下
田　

品
目
別
経
営
安
定

対
策
の
要
件
の
一
部
見
直

し
の
要
望
を
、国
に
で
き
な

い
か
。

町
長　

実
情
は
理
解
し
ま

す
が
、
法
令
の
問
題
、
時
期

的
な
問
題
、流
れ
の
問
題
の

中
で
現
状
で
は
、無
理
だ
と

思
い
ま
す
。

種
苗
法
改
正
で
種
子
島
の

作
物
へ
の
影
響
は

下
田　

種
苗
法
改
正
で
自

家
増
殖
が
制
限
さ
れ
る
作

物
が
発
生
す
る
が
種
子
島

の
作
物
へ
の
影
響
は
。

副
町
長　

登
録
さ
れ
た
品

種
を
自
家
増
殖
す
る
に
は

許
諾
が
必
要
で
、さ
ら
に
許

諾
料
も
支
払
い
ま
す
が
、心

配
さ
れ
る
金
額
に
は
な
り

ま
せ
ん
。事
務
手
続
き
も
団

体
、農
協
等
で
処
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
の
進
捗
状

況
は

教
育
長　

不
登
校
児
童
生

徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、国
の
事
業
も
受
け

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
出
席

状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、学

校
へ
の
復
帰
を
目
指
し
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

下田   敬三  議員 田渕川   寿広  町長

適
応
指
導
教
室
と
は

　

市
町
村
の
教
育
委
員
会

が
、長
期
欠
席
を
し
て
い
る

不
登
校
の
小
学
生
を
対
象

に
、学
籍
の
あ
る
学
校
と
は

別
に
、市
町
村
の
公
的
な
施

設
の
ど
こ
か
に
部
屋
を
用

意
し
、そ
こ
で
学
習
の
援
助

を
し
な
が
ら
本
籍
校
に
復

帰
で
き
る
こ
と
を
目
標
に

運
営
し
て
い
る
教
室
の
こ

と
で
あ
る
。

▲基腐病の畑▲基腐病の畑

基腐病発生で甘藷作はどうなるのか

町長　国・県・町単独で支援を行う
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一  般  質  問

６

港
・
空
港
で
の
感
染
対
策

は橋
口　

島
内
外
で
の
動
き

が
多
く
な
る
年
末
年
始
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
の

対
応
方
法
は
。

町
長　

鹿
児
島
港
で
は
37

度
５
分
以
上
の
方
に
対
し
、

乗
船
の
お
断
り
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

種
子
島
空
港
で
は
、来
島

さ
れ
た
方
に
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
り
検

温
を
行
い
37
度
５
分
以
上

の
方
に
対
し
、宿
泊
場
所
や

滞
在
期
間
を
調
査
票
に
記

入
し
保
健
師
が
追
跡
調
査

を
行
う
体
制
を
と
っ
て
お

り
ま
す
。

　

鹿
児
島
空
港
で
も
サ
ー

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
関
し
て

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、係
員
が

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

休
暇
中
の
保
健
所
・
医
療

機
関
の
対
応
は

橋
口　

年
末
年
始
の
休
暇

中
、保
健
所
ま
た
医
療
機
関

の
対
応
は
可
能
か
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
同
時
流
行
に
備
え
て
、受

診
相
談
体
制
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

　

発
熱
患
者
な
ど
の
診
療

ま
た
は
検
査
を
行
う
医
療

機
関
を
、診
療
検
査
医
療
機

関
と
指
定
し
、地
域
に
お
け

る
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の

身
近
な
医
療
機
関
が
発
熱

患
者
な
ど
の
診
療
検
査
を

行
う
体
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。年
末
年
始
に
か
か
り

つ
け
医
が
休
診
の
場
合
は
、

受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
西
之
表
保
健
所
へ
連
絡

し
て
い
た
だ
き
、受
診
の
調

整
後
、病
院
を
紹
介
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ま

た
、休
日
当
番
医
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
調
整
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
之
表
保
健
所
は
年
末

年
始
も
24
時
間
体
制
で
対

応
を
行
い
ま
す
。

避
難
所
の
対
応
は
万
全

か
？

橋
口　

超
特
大
の
台
風
10

号
の
接
近
に
よ
り
指
定
避

難
所
へ
の
避
難
者
が
２
７

５
名
で
あ
っ
た
。星
原
校
区

で
の
避
難
者
が
68
名
で
町

内
で
も
一
番
多
か
っ
た
。コ

ロ
ナ
感
染
対
策
の
中
で
の

避
難
、現
在
の
避
難
場
所
で

対
応
で
き
る
の
か
、予
備
的

な
避
難
場
所
は
考
え
て
い

な
い
か
。災
害
は
台
風
だ
け

で
は
な
い
。

町
長　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
超
大
型
台
風
の
接
近
と

い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
状

況
下
で
の
対
応
と
な
り
ま

し
た
が
、
避
難
者
に
は
検

温
・
消
毒
・
体
調
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
る
健
康
状

態
の
申
告
・
間
隔
を
保
ち

感
染
対
策
を
し
ま
し
た
。

　

星
原
地
区
に
お
い
て
は
、

地
域
の
方
々
や
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
感
染
症
対
策
や
高
齢
者

な
ど
に
配
慮
し
た
自
主
的

な
避
難
所
を
実
践
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
時
に
お
い

て
は
、
各
地
域
の
公
民
館
・

町
内
の
ホ
テ
ル
等
を
考
え

て
い
ま
す
。

体
育
館
に
車
椅
子
使
用
の

ト
イ
レ
設
置
は

橋
口　

現
在
の
体
育
館
の

ト
イ
レ
で
は
車
椅
子
で
の

使
用
は
不
可
能
で
避
難
者

に
は
不
便
が
あ
る
。

町
長　

長
期
の
避
難
と
な

る
と
、体
育
館
と
い
う
よ
り

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た

り
、保
健
セ
ン
タ
ー
の
対
応

が
障
害
を
お
持
ち
の
方
が

安
心
し
て
避
難
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
と
一
緒
の
避
難
場

所
は

橋
口　

ペ
ッ
ト
を
飼
わ
れ

て
い
る
方
々
が
、避
難
す
る

と
き
避
難
所
の
確
保
が
あ

る
か
。

町
長　

現
在
同
じ
場
所
で

の
避
難
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、今
後
対
応
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

橋口   渉  議員

年末年始のコロナ感染対策は

町長　水際対策の徹底を図る

▲空港の検温所▲空港の検温所
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戸田  和代  議員
戸
田　

現
在
販
売
し
て
い

る
ゴ
ミ
袋
は
、以
前
よ
り
安

く
な
っ
て
は
い
る
が「
外
し

に
く
い
」「
破
れ
や
す
い
」と

の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。こ
の
現
状
の
認
識

と
対
応
策
に
つ
い
て
求
め

る
。

町
長　

本
町
が
単
独
で
作

成
し
た
袋
の
代
金
が
高
い

の
で
は
、と
い
う
町
民
の
声

が
あ
が
り
種
子
島
地
区
広

域
事
務
組
合
で
構
成
す
る

西
之
表
市
と
統
一
し
た
ゴ

ミ
袋
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

本
町
か
ら
も
事
業
者
に
対

し
、
西
之
表
市
と
連
携
し
、

仕
様
書
に
基
づ
く
品
質
体

制
の
強
化
、改
善
に
向
け
た

対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
に

要
望
を
し
て
い
ま
す
。事
業

者
も
現
状
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
製
造
過
程
の
見
直

し
、品
質
管
理
を
強
化
し
改

善
を
図
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

戸
田　

ゴ
ミ
袋
に
含
ま
れ

る
処
理
料
金
は
い
く
ら
か
。

福
祉
環
境
課
長　

可
燃
ゴ

ミ
袋
の
大
が
１
枚
あ
た
り

27
円
、
小
で
１
枚
あ
た
り

16
・
５
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

戸
田　

処
理
料
が
含
ま
れ

る
た
め
、１
枚
あ
た
り
50
円

も
す
る
ゴ
ミ
袋
を
買
っ
て

い
る
。契
約
終
了
ま
で
こ
の

袋
を
我
慢
し
て
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

町
長　

町
民
の
皆
様
が
お

困
り
に
な
っ
て
い
る
状
況

は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。本
件

の
契
約
が
令
和
３
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。残
っ

て
い
る
在
庫
等
に
つ
い
て

は
、販
売
を
し
な
い
と
い
け

な
い
で
す
が
、今
後
製
造
過

程
に
入
る
ゴ
ミ
袋
に
つ
い

て
は
、品
質
が
今
ま
で
以
上

に
な
る
よ
う
に
要
望
し
て

い
ま
す
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

ボ
ッ
ク
ス
型
に

衛
生
・
景
観
か
ら
管
理
対

策
が
必
要

戸
田　

一
部
の
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、簡

易
的
な
措
置
を
し
て
い
る

場
所
で
は
、猫
や
カ
ラ
ス
の

い
た
ず
ら
に
よ
り
袋
が
破

れ
、
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い

る
。そ
れ
に
よ
り
収
集
業
者

が
苦
慮
し
て
い
る
。ま
た
、

衛
生
、景
観
の
面
か
ら
も
非

常
に
悪
く
固
定
さ
れ
た

ボ
ッ
ク
ス
型
や
組
み
立
て

式
等
の
対
応
が
必
要
な
の

で
は
。

町
長　

猫
や
カ
ラ
ス
に
よ

り
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る

状
況
は
、私
も
把
握
し
て
い

ま
す
。衛
生
面
や
景
観
の
面

か
ら
も
、各
集
落
や
町
衛
生

自
治
会
と
も
連
携
し
な
が

ら
、適
切
な
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
管
理
、対
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

戸
田　

自
分
た
ち
の
ゴ
ミ

は
自
分
た
ち
で
責
任
を
持

▲ゴミステーション
　 ( ボックス型 )
▲ゴミステーション
　 ( ボックス型 )

っ
て
対
応
す
る
と
い
う
認

識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。そ

の
た
め
に
も
、町
衛
生
自
治

会
と
連
携
し
適
切
な
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ゴミステーション
   （ネットのみ）
▲ゴミステーション
   （ネットのみ）

ゴミ袋の苦情に対する対応は

町長　次期製造の袋は高品質なものを
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支  ５，７０８万円支  ５，７０８万円支  ５，７０８万円支  ５，７０８万円

認 定 」認 定 」

８

決  算  認  定

　

各
会
計
の
決
算（
令
和
元

年
度
分
）審
査
の
た
め
、
去

る
９
月
24
日
か
ら
29
日
ま

で
の
４
日
間
、関
係
職
員
の

説
明
を
求
め
、決
算
特
別
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
決
算
認
定

に
つ
い
て
は
、決
算
特
別
委

歳入 歳出 差引 採決の結果

６７億６，０００万円 ６６億８，８４５万円 ７，１５５万円 全員賛成

国保会計 １２億４，３００万円 １２億３，３５８万円 ９４２万円 全員賛成

と畜場会計 ３９０万円 ３９０万円 ０万円 全員賛成

介護保険会計 １１億５，０３４万円 １１億４，７５９万円 ２７５万円 全員賛成

後期高齢者医療会計 １億４，０３７万円 １億３，８１２万円 ２２５万円 全員賛成

２億８，１２２万円 ２億８，５４９万円 ▲４２６万円

９，０２１万円 １億８，８６７万円 ▲９,８４６万円
全員賛成

区分

一般会計

水道事業会計（収益）

水道事業会計（資本）

特

別

会

計

令和元年度会計別決算額

一般会計一般会計

6億1,210万円

8億8,370 万円

　30億
6,128万円

歳　入
67億 6,000万円

自主財源自主財源

依存財源依存財源

4億6,590万円

１億7,207万円

8,445万円8,445万円

7 億5,892万円7 億5,892万円

４億3,777万円４億3,777万円

9,284万円9,284万円

地方交付税

町債

県支出金

その他交付金

地方譲与税

町税

その他
１億9,098 万円１億9,098 万円

繰入金
使用料及び手数料

国庫支出金

    

橋
口
委
員　

島
外
の
出

張
徴
収
で
、徴
収
し
た
公
金

は
現
金
所
持
か
、振
り
込
み

か
。

　

金
額
的
に
は
現
金
で

持
っ
て
帰
っ
て
く
る
。金
融

機
関
に
納
付
書
に
て
振
り

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。２

名
体
制
で
管
理
を
し
て
い

る
。

　

戸
田
委
員
　
水
道
料
金

の
滞
納
者
に
つ
い
て
の
対

応
は
。

　

複
数
年
の
滞
納
者
に
対

し
て
は
、停
止
予
告
の
催
告

書
を
発
送
し
、納
付
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。実
績
と
し

て
、９
月
か
ら
33
件
の
停
水

予
告
を
出
し
10
件
の
停
水

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

蓮
子
委
員
長
　
Ｉ
Ｔ
関

連
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
の

財
源
に
つ
い
て
。

　

補
助
率
は
基
本
的
に
３

分
の
１
と
な
っ
て
お
り
、国

の
臨
時
交
付
金
が
つ
け
ら

れ
る
が
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
は
地
方
債
と

す
る
か
は
財
政
係
の
考
え

と
な
る
。タ
ブ
レ
ッ
ト
１
台

あ
た
り
４
万
５
９
０
０
円

の
定
額
補
助（
運
搬
費
も
含

む
）購
入
額
と
し
て
は
10
万

円
以
上
と
な
る
。

　

永
濵
副
委
員
長
　
屋
久

津
の
ヒ
ラ
メ
養
殖
場
跡
地

　

日
髙
委
員
　
電
算
係
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は

万
全
か
。

　

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル

の
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
閲
覧
制
限
に
よ
り
ブ

ロ
ッ
ク
を
か
け
て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会

で
の
質
疑
意
見

決
算
特
別
委
員
会

で
の
質
疑
意
見

［別表］

員
長
か
ら
報
告
が
さ
れ
、採

決
の
結
果
、全
会
計
に
つ
い

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。各
会

計
の
決
算
額
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

で
、平
成
29
年
度
に
土
地
明

け
渡
し
の
取
り
壊
し
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

　

昨
年
度
、跡
地
利
用
協
議

会
が
あ
り
、利
用
す
る
計
画

も
な
く
、砂
も
た
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、し
ば
ら
く
様

子
を
見
る
こ
と
に
決
定
し

て
い
る
。　

　

蓮
子
委
員
長
　
有
収
率

は
年
々
改
善
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
今
後
、
改
善
は
進

む
の
か
。

　

元
年
度
の
有
収
率
は
79
．

98
％
と
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、本
町
の
配
水
管
の

長
さ
２
６
７
ｋ
ｍ
は
、全
国

で
も
上
位
を
争
う
長
さ
だ

そ
う
で
す
。今
度
は
、
古
い

給
水
管
の
老
朽
化
に
よ
り

ど
こ
ま
で
上
が
る
か
は
不

明
で
す
。

　

令
和
元
年
度
の
歳
入
歳

出
決
算
で
は
、差
引
額
７
１

５
５
万
円
で
、実
質
収
支
５

７
０
８
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
で
３
８
０
５
万
円
、歳

出
で
１
億
５
６
９
８
万
円
、

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま

す
。 一

般
会
計
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
概
要
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令和元年度 実質収令和元年度 実質収令和元年度 実質収令和元年度 実質収

「 黒 字 決 算 を「 黒 字 決 算 を

９

決 算 特 別 委 員 会決 算 特 別 委 員 会

歳　出 8億 9,811万円8億 9,811万円

8億 4,252万円8億 4,252万円
8億1,331万円8億1,331万円

7億 8,286万円7億 8,286万円

6億 2,233 万円6億 2,233 万円

3億1,269万円3億1,269万円

7,902万円7,902万円 3,224 万円3,224 万円

13 億 6,550万円13 億 6,550万円

8億 3,275万円8億 3,275万円

一般会計

66億8,845万円

■
一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、前
年

度
決
算
額
と
比
較
し
、主
要

財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

が
１
億
４
７
８
１
万
円（
前

年
度
比
５
・
１
％
増
）、
地

方
特
例
交
付
金
が
１
４
９

８
万
円
（
前
年
度
比
７
２

１
・
８
％
増
）増
加
し
た
一

方
、国
庫
支
出
金
は
４
５
０

３
万
円
（
前
年
度
比
８
・

８
％
減
）、
寄
附
金
は
９
６

５
７
万
円
（
前
年
度
比
60
・

１
％
減
）の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、
自
主
財
源
で

あ
る
町
税
が
９
５
４
万
円

（
前
年
度
比
１
・
３
％
増
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
主

に
、教
育
費
が
１
億
５
４
６

８
万
円
（
前
年
度
比
22
・

５
％
増
）、
土
木
費
が
１
億

５
１
７
万
円
（
前
年
度
比

20
・
３
%
増
）の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。一
方
、総
務
費
、

商
工
費
、災
害
復
旧
費
は
減

少
し
ま
し
た
。長
期
借
入
金

の
返
済
で
あ
る
公
債
費
に

つ
い
て
は
、前
年
度
に
比
べ

３
０
６
万
円
（
前
年
度
比

０
・
４
％
減
）減
少
し
て
お

り
、歳
出
総
額
に
占
め
る
割

合
は
12
・
４
％
（
前
年
12
・

8
％
）と
な
り
ま
し
た
。

●
借
金
残
高

　

79
億
５
４
５
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。昨
年
度
と
比

較
す
る
と
８
３
２
３
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

●
貯
金（
基
金
）残
高

　

32
億
４
６
４
５
万
円
で
、

昨
年
度
末
と
比
較
し
て
５

４
５
７
万
円
減
少
し
ま
し

た
。

　

４
つ
の
特
別
会
計
決
算

額
の
差
引
額
は
１
４
４
１

万
円
で
、
前
年
度
と
比
し

て
、
歳
入
で
４
６
６
８
万

円
、歳
出
で
４
５
７
７
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出

の
差
引
で
４
２
６
万
円
の

不
足
が
生
じ
て
お
り
、損
益

計
算
書
で
１
２
９
８
万
円

の
当
年
度
純
損
失
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

資
本
的
支
出
は
、女
洲
地

区
配
水
管
布
設
替
工
事
及

び
耐
震
化
石
綿
管
更
新
事

業
工
事
７
件
、
ま
た
、
古
房

浄
水
場
水
源
電
気
探
査
業

務
委
託
及
び
古
房
浄
水
場

配
水
池
実
施
設
計
業
務
委

託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。収

支
の
不
足
額
９
８
４
６
万

円
は
、過
年
度
及
び
当
年
度

損
益
勘
定
留
保
資
金
等
か

ら
適
正
に
補
填
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
財
政

状
況
は
、先
行
き
が
不
透
明

で
あ
る
。財
源
の
確
保
は
さ

ら
に
厳
し
さ
を
増
す
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、各
事
務
事
業
等
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、従
来
に
も
増

し
た
経
費
削
減
・
合
理
化

を
初
め
と
す
る
行
政
改
革

の
推
進
に
引
き
続
き
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

　

税
収
等
の
自
主
財
源
確

保
に
は
十
分
に
意
を
注
ぎ
、

収
入
未
済
額
の
解
消
及
び

不
納
欠
損
の
防
止
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
、計
画
的

か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
、よ
り
一
層
の
町
民
福

祉
の
向
上
と
推
進
に
寄
与

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

総務費

教育費

公績費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費
1億731万円1億731万円

商工費 議会費
災害復旧費

民生費

特
別
会
計

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

ま
と
め

ま
と
め
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臨時会・条例・視察調査

令
和
2
年

第
3
回
臨
時
会

令
和
2
年

第
3
回
臨
時
会

令
和
2
年

第
3
回
臨
時
会

令
和
2
年

第
3
回
臨
時
会

　

第
３
回
臨
時
会
は
、11
月

24
日
招
集
さ
れ
、１
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計

並
び
に
各
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
し

た
。（
８
〜
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、中
種
子
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
が
提

出
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
回
臨
時
会
は
、11
月

24
日
招
集
さ
れ
、１
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計

並
び
に
各
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
し

た
。（
８
〜
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、中
種
子
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
が
提

出
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、

職
員
の
期
末
手
当
率
を
０
．

０
５
月
分
の
引
き
下
げ
改

定
す
る
た
め
、条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、

職
員
の
期
末
手
当
率
を
０
．

０
５
月
分
の
引
き
下
げ
改

定
す
る
た
め
、条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
12
月
18
日
定

例
会
終
了
後
、新
光
糖
業
へ

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。八

木
管
理
部
部
長
よ
り
挨
拶

が
な
さ
れ
、今
期
は
２
度
の

台
風
被
害
に
よ
り
収
量
・

品
質
と
も
に
前
年
を
下
回

る
予
想
で
、島
内
生
産
見
込

み
数
量
は
、12
万
２
８
０
０

ト
ン（
う
ち
本
町
分
７
万
２

０
０
ト
ン
）
で
前
年
比
94
・  

６
％
と
な
る
見
込
み
と
の

説
明
。し
か
し
、
葉
部
の
状

態
も
良
好
で
あ
る
こ
と
か

ら
今
後
の
品
質
向
上
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。来
年
４

月
６
日
ま
で
96
日
間
の
操

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
３
年
春
に
新

品
種
「
は
る
の
お
う
ぎ
」
が

増
殖
用
種
苗
と
し
て
生
産

者
へ
配
布
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。茎
数
が
多
い
こ
と

が
特
徴
で
、単
収
向
上
・

　

令
和
２
年
12
月
18
日
定

例
会
終
了
後
、新
光
糖
業
へ

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。八

木
管
理
部
部
長
よ
り
挨
拶

が
な
さ
れ
、今
期
は
２
度
の

台
風
被
害
に
よ
り
収
量
・

品
質
と
も
に
前
年
を
下
回

る
予
想
で
、島
内
生
産
見
込

み
数
量
は
、12
万
２
８
０
０

ト
ン（
う
ち
本
町
分
７
万
２

０
０
ト
ン
）
で
前
年
比
94
・  

６
％
と
な
る
見
込
み
と
の

説
明
。し
か
し
、
葉
部
の
状

態
も
良
好
で
あ
る
こ
と
か

ら
今
後
の
品
質
向
上
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。来
年
４

月
６
日
ま
で
96
日
間
の
操

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
３
年
春
に
新

品
種
「
は
る
の
お
う
ぎ
」
が

増
殖
用
種
苗
と
し
て
生
産

者
へ
配
布
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。茎
数
が
多
い
こ
と

が
特
徴
で
、単
収
向
上
・

条
　 

例

条
　 

例

条
　 

例

条
　 

例

今
後
の
品
質
向
上
を
期
待

今
後
の
品
質
向
上
を
期
待

ｰ

さ
と
う
き
び
操
業
を
視
察ｰ

ｰ

さ
と
う
き
び
操
業
を
視
察ｰ

品
質
向
上
・
台
風
被
害
の

軽
減
・
バ
ガ
ス
量
の
増
加

等
が
見
込
ま
れ
、農
家
の
生

産
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。行
政
を
は
じ
め
関
係
機

関
の
ご
指
導
の
下
、面
積
回

品
質
向
上
・
台
風
被
害
の

軽
減
・
バ
ガ
ス
量
の
増
加

等
が
見
込
ま
れ
、農
家
の
生

産
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。行
政
を
は
じ
め
関
係
機

関
の
ご
指
導
の
下
、面
積
回

復
を
第
１
目
標
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

植
付
作
業
の
省
力
化
に

向
け
て
今
回
は
、ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
採
苗
に
よ
る
ビ
レ
ッ

ト
プ
ラ
ン
タ
ー
植
付
実
証

復
を
第
１
目
標
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

植
付
作
業
の
省
力
化
に

向
け
て
今
回
は
、ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
採
苗
に
よ
る
ビ
レ
ッ

ト
プ
ラ
ン
タ
ー
植
付
実
証

圃
場
の
視
察
も
行
い
ま
し

た
。試
験
の
目
的
と
し
て
、

キ
ビ
作
農
家
の
高
齢
化
、人

手
不
足
が
深
刻
な
中
で
、い

か
に
面
積
の
維
持
拡
大
を

図
る
か
、
先
ず
は
、
植
付
作

業
の
省
力
化
と
作
業
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
が
先

決
で
す
。ま
た
、
今
後
春
植

え
か
ら
夏
植
え
に
転
換
を

進
め
て
行
く
な
か
で
、ネ
ッ

ク
と
な
る
夏
季
苗
取
り
作

業
の
省
力
化
（
機
械
化
）
及

び
ビ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー

に
よ
る
植
付
後
の
発
芽
状

況
を
実
証
し
、多
く
の
関
係

者
に
見
て
い
た
だ
き
面
積

拡
大
に
弾
み
を
付
け
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。こ
の
植

付
体
系
の
特
徴
は
、苗
が
通

常
よ
り
１
・
５
倍
要
す
る

も
の
の
植
付
ま
で
の
一
連

の
作
業
が
速
く
、人
員
も
２

名
程
度
で
出
来
る
と
の
こ

圃
場
の
視
察
も
行
い
ま
し

た
。試
験
の
目
的
と
し
て
、

キ
ビ
作
農
家
の
高
齢
化
、人

手
不
足
が
深
刻
な
中
で
、い

か
に
面
積
の
維
持
拡
大
を

図
る
か
、
先
ず
は
、
植
付
作

業
の
省
力
化
と
作
業
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
が
先

決
で
す
。ま
た
、
今
後
春
植

え
か
ら
夏
植
え
に
転
換
を

進
め
て
行
く
な
か
で
、ネ
ッ

ク
と
な
る
夏
季
苗
取
り
作

業
の
省
力
化
（
機
械
化
）
及

び
ビ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー

に
よ
る
植
付
後
の
発
芽
状

況
を
実
証
し
、多
く
の
関
係

者
に
見
て
い
た
だ
き
面
積

拡
大
に
弾
み
を
付
け
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。こ
の
植

付
体
系
の
特
徴
は
、苗
が
通

常
よ
り
１
・
５
倍
要
す
る

も
の
の
植
付
ま
で
の
一
連

の
作
業
が
速
く
、人
員
も
２

名
程
度
で
出
来
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

町
も
今
年
度
ビ
レ
ッ
ト

プ
ラ
ン
タ
ー
を
２
台
導
入

し
、
植
付
作
業
の
省
力
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行

く
計
画
で
す
。

と
で
す
。

　

町
も
今
年
度
ビ
レ
ッ
ト

プ
ラ
ン
タ
ー
を
２
台
導
入

し
、
植
付
作
業
の
省
力
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行

く
計
画
で
す
。

▲さとうきび畑▲さとうきび畑 ▲展示ほ場場所▲展示ほ場場所

▲ビレットプランター▲ビレットプランター

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

展示ほ場

国
道
58
号

至　満足山

至　南種子

保健センター

中種子水道

あかつき学園

養護学校
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その他・一部事務組合

　

令
和
２
年
12
月
25
日
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
地
方

自
治
法
１
８
２
条
及
び
同

法
１
８
７
条
の
規
定
に
よ

り
左
記
の
と
お
り
専
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
12

月
26
日
〜
令
和
６
年
12
月

25
日

委
員
長　

 

松
下　

 

久
男

職
務
代
理
者

　
　
　
　

岩
屋　

  

春
義

委　

員　

 

鎌
田 
多
喜
男

委　

員 　

西
田　

 
徹
嗣

補
充
員　

 

梶
原　

 
荘
平

補
充
員　

 

鎌
田　

 

哲
二

補
充
員　

 

森
山 

由
紀
男

補
充
員　

 

鮫
島　

 

良
一

松下　久男氏

鎌田　多喜男氏西田　徹嗣氏

岩屋　春義氏

一 

部 

事 

務 

組 

合

一 

部 

事 

務 

組 

合

一 

部 

事 

務 

組 

合

一 

部 

事 

務 

組 

合

◆
熊
毛
地
区
消
防
組
合
議

会
　

令
和
２
年
第
２
回
定
例

会（
10
月
６
日
）

　

令
和
元
年
度
の
決
算
に

つ
い
て
は
、
歳
入
決
算
額

12
憶
１
２
８
８
万
３
千

円
、
歳
出
決
算
額
11
憶
８

４
６
５
万
５
千
円
と
な

り
、
採
決
の
結
果
、
原
案
通

り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）は
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
４
９
６
万
６
千
円
を

追
加
し
歳
入
歳
出
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

億
６
２
０
３
万
８
千
円
す

る
も
の
で
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
は
お
年
賀
な

ど
、
何
か
と
贈
り
物
や
お

祝
い
事
を
す
る
機
会
が
多

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。そ
こ

で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ま

に
改
め
て
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
の
が
、
き
れ
い
な

政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
政
治
の
実
現
、
選
挙
の

公
正
の
確
保
を
目
指
す

「
３
な
い
運
動
＝
贈
ら
な

い
！
求
め
な
い
！
受
け
取

ら
な
い
！
」で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の

人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者

が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り

物
を
求
め
る
こ
と
も
、
公

職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◆
種
子
島
産
婦
人
科
医
院

組
合
議
会

　

令
和
２
年
第
２
回
定
例

会
（
10
月
６
日
）

　

令
和
元
年
度
歳
入
決
算

額
２
憶
２
１
６
１
万
８
千

円
、
歳
出
総
額
２
憶
７
１

６
０
万
９
千
円
、
採
決
の

結
果
、
原
案
通
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、

収
益
的
支
出
の
補
正
で
、

組
合
事
業
費
用
を
８
６
９

万
７
千
円
減
額
し
、
総
額

を
２
憶
６
０
０
９
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
採
決
の

結
果
、
原
案
通
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

◆
種
子
島
地
区
広
域
事
務

組
合
議
会

　

令
和
２
年
第
２
回
定
例

会（
10
月
６
日
）

　

令
和
元
年
度
歳
入
決
算

額
７
憶
４
６
７
５
万
９
千

円
、歳
出
決
算
額
７
憶
１
１

４
４
万
７
千
円
、
差
引
額

は
、
３
５
３
１
万
２
千
円
、

採
決
の
結
果
、原
案
通
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）は
、２

７
９
４
万
６
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
７
憶
３
２
８
７

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

 

選挙管理委員会

委員･補充員決まる

選挙管理委員会

委員･補充員決まる

選挙管理委員会

委員･補充員決まる

選挙管理委員会

委員･補充員決まる

「
３
な
い
運
動
」を

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

▲種子島産婦人科医院▲種子島産婦人科医院
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議会傍聴においでください。議会傍聴においでください。

令和３年３月議会は２日に招集される予定です。

町民の皆様に町議会の活動や町政の進め方などをよく知っていただくために、

町議会では、できるだけ多くの方が傍聴されることを望んでいます。
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開会日前には防災無線でお知らせします。

令和３年３月議会は２日に招集される予定です。

町民の皆様に町議会の活動や町政の進め方などをよく知っていただくために、

町議会では、できるだけ多くの方が傍聴されることを望んでいます。

町議会の本会議は、いつでも、だれでも傍聴できます。

議会事務局で傍聴券を交付します。議長や係員の指示に従い、静かに傍聴しましょう。　

開会日前には防災無線でお知らせします。

12  

月
12  

月
１  

月
１  

月

２  

月
２  

月
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
さ
つ
ま
い

も
基
腐
病
と
、
人
・
家
畜
・

農
作
物
に
と
っ
て
厳
し
く
不
安

な
年
と
な
り
ま
し
た
。種
子
島

に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
犯

人
捜
し
み
た
い
な
こ
と
や
、
噂
、

誹
謗
中
傷
を
せ
ず
に
、
自
分

自
身
を
守
る
こ
と
を
優
先
す

べ
き
で
す
。

　

苦
し
い
と
き
は
、
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
に
過
ご
す
こ
と
だ
と
言

わ
れ
ま
す
。マ
ス
ク
越
し
で
も

笑
顔
は
感
じ
取
れ
ま
す
。

　

目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
う

と
い
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

    

                             

下
田　

敬
三

広
報
編
集
委
員
会

  

委 

員 

長  

  

副
委
員
長  

  

委      

員 

下
田   

敬
三

永
濵   

一
則

園
中   

孝
夫

浦
邊   

和
昭

橋
口　

渉

池
山  

喜
一
郎

議
会
の
映
像
中
継
に
つ
い
て

　

中
種
子
町
議
会
で
は
、
議
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本
会

議
中
は
、
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に

設
置
し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
テ
レ

ビ
で
本
会
議
の
模
様
を
放
映
し

て
い
ま
す
。

　

議
場
に
入
れ
な
い
場
合
や
役

場
へ
お
越
し
の
際
は
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
開
会
中
に
限
り
ま
す
）

議
会
の
映
像
中
継
に
つ
い
て

　

中
種
子
町
議
会
で
は
、
議
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本
会

議
中
は
、
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に

設
置
し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
テ
レ

ビ
で
本
会
議
の
模
様
を
放
映
し

て
い
ま
す
。

　

議
場
に
入
れ
な
い
場
合
や
役

場
へ
お
越
し
の
際
は
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
開
会
中
に
限
り
ま
す
）

お
知
ら
せ

発行/中種子町議会議長　編集/広報編集委員会
〒891-3692     鹿児島県熊毛郡中種子町野間 5186
TEL (0997)-27-1111    FAX (0997)-27-3634
Eメール naka-gikai@town.nakatane.kagoshima.jp

７
日　

さ
と
う
き
び
収
穫
事
業
進
発
式

９
日　

12
月
定
例
会
（
〜
18
日
ま
で
）

15
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

広
域
事
務
組
合
例
月
出
納
検
査

18
日　

さ
と
う
き
び
操
業
視
察

23
日　

熊
毛
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検

　
　
　

査

24
日　

公
立
種
子
島
病
院
例
月
出
納
検
査

　
７
日　

さ
と
う
き
び
収
穫
事
業
進
発
式

９
日　

12
月
定
例
会
（
〜
18
日
ま
で
）

15
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

広
域
事
務
組
合
例
月
出
納
検
査

18
日　

さ
と
う
き
び
操
業
視
察

23
日　

熊
毛
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検

　
　
　

査

24
日　

公
立
種
子
島
病
院
例
月
出
納
検
査

　

２
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調       

　
　
　

査

3
日　

全
員
協
議
会

13
日　

県
下
一
周
駅
伝

16
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　

県
離
島
振
興
町
村
議
会
議
長
会
定
期

　
　
　

総
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会　

25
日　

熊
毛
地
区
消
防
・
種
子
島
地
区
広
域

　
　
　

事 

務
・
産
婦
人
科
医
院
組
合
議
会
定

　
　
　

例
会

26
日　

中
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
定
例
会      

公
立
種
子
島
病
院
組
合
議
会
定
例
会

２
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調       

　
　
　

査

3
日　

全
員
協
議
会

13
日　

県
下
一
周
駅
伝

16
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　

県
離
島
振
興
町
村
議
会
議
長
会
定
期

　
　
　

総
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会　

25
日　

熊
毛
地
区
消
防
・
種
子
島
地
区
広
域

　
　
　

事 

務
・
産
婦
人
科
医
院
組
合
議
会
定

　
　
　

例
会

26
日　

中
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
定
例
会      

公
立
種
子
島
病
院
組
合
議
会
定
例
会

15
日　

例
月
出
納
検
査

18
日　

広
報
委
員
会

19
日　

広
域
事
務
組
合
例
月
出
納
検
査

22
日　

財
政
援
助
団
体
監
査

25
日　

公
立
種
子
島
病
院
例
月
出
納
検
査

31
日　

県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝

15
日　

例
月
出
納
検
査

18
日　

広
報
委
員
会

19
日　

広
域
事
務
組
合
例
月
出
納
検
査

22
日　

財
政
援
助
団
体
監
査

25
日　

公
立
種
子
島
病
院
例
月
出
納
検
査

31
日　

県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
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